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メールや電話で問合せする前に

分からないことが
あったら…

まずは本冊子で
確認！

それでも分からなけれ
ば以下へ相談！

１．メールで問い合わせする場合の注意事項

●学籍番号、所属学部、学年、氏名を必ず明記してください。

● Wasedaメールから発信してください（Wasedaメール以外からの発信の場合、問い合わせの内容

によっては返信できません）。

●個人の履修状況や成績評価、資格判定結果等については回答できません。

● 閉室日、一斉休業期間には返信できませんので、回答に期限等がある場合は余裕をもって問い合わ

せをしてください。

● 教職支援センターからの返信が必要な連絡の場合、閉室日、一斉休業期間を除き３日経っても返信

が無い場合は再度問い合わせてください。

２．電話で問い合わせする場合の注意事項

●成績評価（合否）や資格判定結果（見込みを含む）については回答できません。

●電話連絡のみで科目登録や申請手続きを受け付けることは一切ありません。

相談内容
本冊子
ページ

相談先

免許・教科の種類 ☞ P.5 ～ 8

所属学部・研究科事務所

教員免許状取得のための履修方法 ☞ P.9 ～24

卒業後の教員免許状取得（科目等履修生制度）  ☞ P.56

証明書の発行 ☞ P.54・55

その他資格（図書館司書、博物館学芸員等） ☞ P.66～91

授業・試験等について ☞ P.29～33
教職支援センター（16 号館2 階）
原則として質問・相談はメールにて受け付け
ます。
Email: kyousyoku-help@list.waseda.jp

介護等体験、教育実習 ☞ P.36～48

教育インターンシップ、教育ボランティア ☞ P.49・50

教員免許状申請 ☞ P.51～53

科目登録 ☞ P.25～27
MyWaseda「★成績照会・科目登録用メニュー」
上のweb 科目登録の問合せフォームより問い
合わせてください。

教員採用試験 ☞ P.59～63 教員就職指導室（14号館202号室）
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早稲田大学で教員を目指す 
みなさんへ

箸本　健二
教職支援センター所長

教育学部長
（教育・総合科学学術院教授）

早稲田大学教育学部は、早稲田大学高等師範部の伝統を引き継いで1949年に開設され

ました。そして「教育学部に教職課程を置く」とする早稲田大学学則にもとづき、全学を

対象とした教員養成課程を半世紀以上にわたり担ってきました。また2016年からは、教

育・総合科学学術院の下に教職支援センターを設置し、全学の学部・大学院における教員

養成カリキュラムを統括するとともに、経験豊富な教員就職アドバイザーを擁する教職就

職指導室を通じた指導・支援を続けています。一方、教職支援センターは、各地にある早

稲田出身の教員組織「地区稲門教育会」と連携・交流を行う「稲門教育会」の事務局機能

も兼ねており、実習校や早稲田出身の教育界関係者と緊密に連携できる体制を実現してい

ます。

早稲田大学は「学問の独立」「学問の活用」と並んで、「模範国民の造就」を三大教旨の

一つとしています。本学創設者の大隈重信が、早稲田大学創立30周年記念式典でこの教旨

を宣言したのは1913年ですが、中等教育学校教員養成のための高等師範部が早稲田大学

に設置されたのはそれより10年前の1903年、東京専門学校から早稲田大学へと改称され

た翌年のことです。高等師範部創設に力を尽くした初代学長（第三代総長）の高田早苗は、

官立学校だけでは画一的な中等学校教員を生み出すとして、‘教員の多様性を重視して私学

の個性を活かした教員を養成すること’（『早稲田大学百五十年史』）を高等師範部設立の目

的としました。1930年に高田が高等師範部卒業生へ贈った訓示では‘学科を「能く教へ」

ることは当然として、それで「任務は終れり」ということではなく、「諸君の任務の大切」

な点は「人を造ること」であり、（中略）「出来得可くんば模範国民を造る」’（同上）と述

べ、「模範国民の造就」を担う高等師範部の役割に期待を寄せています。

少子化、国際化、情報化、持続可能な社会の追求、さらには新たな感染症への対応など

を通じて、今日、学校と教員を取り巻く状況は急速に変化しつつあります。しかし、進取

の精神と柔軟性をもち、「人を造る」という教師像をめざす点において、高等師範部以来の

伝統は受け継がれていくべきものです。教職課程を履修する皆さんには、早稲田大学とい

う自由な学苑での学びと経験を活かし、先輩たちがこれまで培ってきた伝統を、新たな未

来へと繋いでゆく早稲田教育界の一員となるべく、真摯かつ誠実に履修に取り組んでもら

いたいと思います。
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「教職を志す」みなさんに

三尾　忠男
教職支援センター副所長

（教育・総合科学学術院教授）

「教職」は、多くの専門職の中でも他人の人生に大きな影響を与える医師や弁護士等に

も匹敵する重責のある職業の一つと考えます。それは、これから成長・発達を遂げようとし

ている子どもたちの可能性に寄り添い、その基礎となる学びを支えるとともに、保護者や

地域の人々と協力して、社会に開かれた学校を創り上げるという重要な役割を担うことが教

師に期待されているからです。さらに、教師の力量形成は教職課程の学びだけで完結せず、

採用後も不断の研修を積み重ねて、現場で求められる力量はもちろん、将来に必要とされ

る知識・技能を先取りして習得していくことも必要なのです。私たちは今、地球規模の環境・

食糧問題に対応し、仮想空間と実社会がシームレスな新しい社会形態 Society5.0 で人工

知能を活用した生き方の模索を始めたところです。新しい社会に向かう今、生徒、次の世代

の可能性に寄り添う「教職」に向けて学びを始めてみませんか。すでに始めている方は、教

育実習へ向けて準備を続けてください。

本学の教職課程は、多くの学部、そして大学院から教職の資格取得を目指す学生が教室

に集まります。そこでの多彩な専門分野や異なる学年の仲間との学びは、“教育”を考える

有意義な時間にもなります。

一方、教職への道は、実際、他の就職活動との重複は難しく、本人に誠意と熱意はもと

より相応の覚悟が求められるものです。教職を志す人は、まず、本手引きによく目を通して、

「教員免許」という専門資格を取得するために必要な科目履修の仕方、教育実習や介護等体

験を行う上での諸条件、教員採用試験までの行程等をしっかりと理解し、周到な準備態勢

を整えてください。あわせて、教員就職指導室（14号館 2階）の支援活動（「教員就職指

導会※」他）や教育ボランティア、教育インターンシップ等の制度も有効に活用することを

薦めます。

早稲田大学教職支援センターは、みなさんが教師となる夢をぜひ実現できるよう支援し

ます。教員免許資格や教員就職等に関しては、いつでも教職支援センター、教員就職指導

室にご相談ください。

※�「教員就職指導会」は、学部３年次秋学期にスタートする、教員採用試験

に向けた活動です。本学卒業生である現職校長や若手教員による講話や最

新の教員採用試験対策、教員就職のための具体的な指導を行っています。
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“早稲田で教員就職を目指す”とはどういったことでしょうか？　海藤美鈴先生は東京都で、中学校

教員や小学校管理職を歴任するなどのキャリアを重ね、現在、教員就職指導室アドバイザーとして教

員就職を目指す学生を日々サポートしています。様々な経験とともに多くの教員、学生を見てきた海

藤先生の視点から、「早稲田と教員就職」について語ってもらいます。

■これまでの経歴

私は1984年の４月に東京都に採用され中学

校に着任しました。自立するため、教員採用試験

はストレート採用を狙っていきました。男女平等

で自らの志を社会に活かせる場は教職と考え、退

職までの37年間教育公務員として東京都の教育

に携わりました。

教員になった当初は、生涯教壇に立ち続ける教

諭という人生を想像していましたが、研修や経験

を重ね資質能力を磨く中で、担任・学年主任・進

路指導主任・教務主任・主幹教諭・副校長・校長

へと昇任し、教育管理職として教員のリーダーと

なりました。

また、文部科学省・筑波大学研修、都研究員

として小中学校９年間を通した「規範意識」の

研究、都開発委員では「キャリア教育指導資料」

の作成、東京都及び全国の研究会組織の設立を

行い、さらに学校現場での調査研究を継続し学

会での発表を行ってきました。教員派遣での海

外経験は、2007年「カナダ留学中学生引率」、

2012～2013年「米国海外教育視察・米国教

育相談研修」、2019年「全国連合小学校長代表

ニュージーランド海外教育事情視察」など現地経

験の機会に恵まれました。様々な児童生徒・教職

員・保護者・地域の皆様のお陰で教育公務員を務

めることができました。

2021年より、教員就職指導室アドバイザー

として、教員を目指す学生のみなさんをサポート

する機会をいただき、素敵な同僚・スタッフの皆

さんと日々楽しく仕事をさせてもらっています。

■本学出身教員の強みは何ですか？

変化の激しい時代の中で、ともすると人間らし

い心が失われ、傷つく子どもたちが増えてきてい

ます。いじめ、不登校、複雑な家庭環境、生きが

い・学習意欲の喪失等様々な課題が教育現場にあ

ります。

今、求められているのは、苦しみもがきながら

も、人間らしく成長したいと願っている子どもた

ちの心に寄り添い励まし個人を伸ばし、さらに集

団を成長させていくことができる人間性豊かな教

師です。「早稲田精神」の根本はヒューマニズム。

時代が求める教師像に合致する「人間的な魅力」

こそ本学出身の教師の強みです。そして、在学し

た時代は違っていても青春時代を早稲田で過ごし

た仲間としての絆によるネットワークも、大きな強

みではないでしょうか。そのネットワークは普段は

ソフトで緩やかなものですが、時に応じて強固な

ものとなり心のよりどころとなることでしょう。

私が所属している稲朋会の仲間で言われていた

のは、早稲田は「群れない」あるいは「徒党を組

まない」ということです。早稲田大学出身の教員

早稲田と教職
早稲田と教員就職

教員就職アドバイザー

海藤 美鈴	先生
Profile  

長野県出身。早稲田大学大学院教育学研究科学
校教育学専攻修士課程修了。博士課程満期退
学。東京都の教諭として採用され前半の25年間
は中学校に勤務、後半12年間は小学校管理職と
して、板橋区立中台小学校長を最後に退職。早
稲田大学教員就職指導室アドバイザーとして、
教員就職をめざす学生の指導にあたっている。
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早稲田と教職

は、一人ひとりが豊かな資質能力をもっているの

で、徒党を組む必要はほとんどないということだ

と思います。ただ、時に応じて早稲田のネット

ワークを生かして互いにサポートしあい、困難に

立ち向かうことができる関係であってほしいと

願っています。

■教員をめざす早大生に特徴はありますか？

とにかく熱い情熱と使命感をもっている魅力的

な学生たちですね。昨今、教員の長時間労働をは

じめとした教育現場の厳しさが取り上げられてい

ますが、私が、「それでもあなたは、あえて“火

中の栗を拾う”といった困難もいとわずに教員を

めざしますか？」と尋ねると、みんな「はい」と

答えます。その目の輝きと、「教育は未来を創る

仕事ですから。」という言葉には、私の方が励ま

されます。

そして、一人ひとりが教育に対してしっかりと

したビジョンをもって臨んでいます。それは、学

生時代の勉学だけでなく、継続して取り組んでき

たさまざまな豊かな活動経験の中で培われてきた

ものなのでしょう。好奇心旺盛で、常に真剣に考

えを深め、自分の考えをはっきりと主張できる学

生が本当に大勢います。教育現場でのボランティ

アにも積極的に取り組み、すでに教育現場で頑張

る覚悟ができている学生も少なくありません。

■	これから教員をめざすうえで必要なことは何で

すか？

まず、教師という仕事の意義と責任について、

しっかりとした考えを持ってください。これから

の世の中を創る子どもたちの、成長と人格形成に

携わる仕事の重みを考えて、採用試験に臨みま

しょう。教員にとっては、たくさんの児童生徒の

中の一人であっても、その子にとっては一生に一

度の在校期間です。その仕事の責任と、やりがい

についてしっかりと考え、一度教師をめざしたな

らば、全力で自分を磨いてください。「学び続け

る教師が、学び続ける子どもを育てる」という言

葉があります。年齢はいくつになっても、学び続

ける姿勢があれば、だれもが「生涯青春」です。

そのことを、自らの生き様で子どもたちに示すこ

とができるよう、しっかり学び続ける姿勢を貫い

てください。そして、進んでたくさんの人々とふ

れあい、人間の素晴らしさがわかる真に「人間好

き」の教師をめざしてください。また、変化の激

しい時代、あふれる情報の中から正しい道を見極

める力を磨くためにも、常日頃から、社会の動き

についても敏感であるべきでしょう。

■	教員をめざす早大生へのメッセージをお願いし

ます。

まずは、数ある仕事の中から「教師」という仕

事を選んでくれてありがとうと言いたいですね。

私が教員として経験した世界に、学生のみなさ

んが入って来てくださること、そして、喜びや苦

労を分かち合えることは本当にうれしいことです。

学校ではたくさんの児童生徒がみなさんの着任

を心待ちにしています。答えが見いだせず深い悩

みを抱いた子どもたちに、寂しい思いに悩むひと

りぼっちの孤独な子どもたちに、そして日々成長

しようと頑張っている子どもたちに、あなたの優

しさや知性を届けて導いてあげてください。一人

でも多くの早稲田大学卒業生が、教師として「未

来を創造する素晴らしい仕事」に携わり、活躍さ

れますよう祈っています。

そして、人生100年時代を生きるみなさんに

とって、教員免許はキャリアに活かすことができ

る価値ある資格になります。



Topics
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開かれた教員養成機関　―開放制の教職課程―開かれた教員養成機関　―開放制の教職課程―

“開放制”は卒業するために教員免許状の取得は必須ではないことを

示します。どの学部でも教員を目指したい学生には広く門戸が開かれて

いるため、諸活動を通して様々な進路を目指す学生から刺激を受けるこ

とにより、魅力的な教員養成が行える環境があります。

教員になるまでの手厚いサポート　―教員就職指導室―教員になるまでの手厚いサポート　―教員就職指導室―

学校長など教員経験の豊かな３名の「教員就職アドバイザー」

が、面接、論文指導などを通じて教員就職を目指す学生を日々支

援しています。（☞�P.57�～�58）

教員採用試験対策イベント　―教員就職指導会―教員採用試験対策イベント　―教員就職指導会―

年間を通じて教員採用試験対策のためのイベントを開催してい

ます。教員就職アドバイザーによる解説の他、校友である現職校

長や教員をお招きし、最新の教員採用試験情報提供や教員就職の

ための具体的な指導を行います。（☞�P.58）

現場での体験を積む　―インターンシップ・教育ボランティア―現場での体験を積む　―インターンシップ・教育ボランティア―

普段の学校現場を体験できるように、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校での学習補助等を通

した貴重な現場体験を行える機会があります。（☞�P.49�～�50）

全国各地における教員の交流　―稲門教育会―全国各地における教員の交流　―稲門教育会―

本学卒業の教員は全国各地で活躍しており、卒業後も、「稲門教育会」と呼ばれる組織を通して、関

東に限らず全国各地で交流が行われています。（☞�P.64�～�65）

早稲田と教職
早稲田の強み！
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教員への道
みなさんは教員になるためにはどれくらい準備や手続きが必要か知っているでしょうか。教員免許状

を取得すればすぐ教壇に立てる、あるいは大学で必要単位を修得すればなれる、という簡単なものでは

ありません。以下に教員となるまでの道のりを４つのステップに分けて説明しますので、おおまかなス

ケジュールを把握してください。

教員への道のり
それぞれのステップの中には細かい手続きや注意すべき点があります。「資格だから一応とっておこ

う」という安易な気持ちで教員免許状取得を目指すのではなく、自分が将来何になりたいのかを真剣に

考えた上で、教員を目指してください。

ステップ１ ��全体のスケジュールを把握し必要な科目を履修する��.................... �☞�P.9～27
☞�付　録

教員免許状取得に必要な科目は免許教科ごとに定められています。学期ごとに科目登録

が必要ですので、あらかじめ自分がどの科目を履修する必要があるかを確認し、登録漏

れがないようにしましょう。４年間のスケジュールを１年次から立てておくことも重要

です。

ステップ２ ��教育実習・介護等体験を行う��..................................................... �☞�P.36～48

このステップでは科目履修以外に社会福祉施設や特別支援学校での介護等体験や小・

中・高等学校での教育実習を行う必要があります。どちらも実施前年度までに完了して

おくべき手続きや前提科目がたくさんあります。事前に本冊子を読み込んでしっかり準

備しましょう。

ステップ3 ��教員免許状申請を行う��................................................................ �☞�P.51～53

教員免許状を取得するためには、教育委員会へ免許状申請を行う必要があります。在学

中であれば、本学で取りまとめて教育委員会に申請し（一括申請と呼ぶ）、卒業と同時

に免許状を受け取ることができます。（大学を通さず、個人で教育委員会へ申請するこ

とも可能です。）

ステップ4 ��教員採用試験に合格する���............................................................. �☞�P.59～63

教員として教壇に立つには、教員採用試験を受け、合格しなければなりません。公立学

校と私立学校では選考内容が異なります。教員としてどこで働きたいのか考え、早い

段階から準備をしましょう。教員採用試験のサポートは教員就職指導室（14号館2階

202号室）で行っています。


